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福井市まちづくりセンタ 「ーふく＋」の活用
福井市まちづくりセンター「ふく+」の活用
まな種 18 with 仁短ゼミ発表
仁愛女子短期大学 教授　生活情報専攻　田中　洋一
　仁愛女子短期大学生活科学学科生活情報専攻で教
える澤崎氏を中心として始めた「まなびの種プロジェクト
（まな種）」では、自分がこれまで学んだことを5分間の
プレゼンとして簡単に発表し、新しい学びの種を探しま
す。１グループにつきプレゼンテーション5分＋質疑応答
5分で交代し、まな種１回で約10グル プーの発表＆対話を
行います。まな種には、私や本学卒業生が協力し、発表
や質問以外にも受付や司会を担当しています。自治体職
員や企業からの参加も多く、学生にとってはキャリア教育
の場にもなっています。
　2015年2月7日（土）13:30～15:30に福井市まちづくりセ
ンタ 「ーふく＋」にて開催した「まな種18 with 仁短ゼミ発
表」では、仁愛女子短期大学生活科学学科生活情報専
攻田中ゼミ４グル プー（14名）及び澤崎ゼミ２グル プー（5
名）の学生が卒業研究の内容を発表し、一般の発表者
は3名でした。
　参加者は、先述したゼミ生19名、生活情報専攻で教
える教員3名、田中ゼミの卒業生1名、仁愛大学の学生4
名、仁愛大学の卒業生2名、福井県立大学の卒業生1名、
福井工業高等専門学校の卒業生2名、その他一般の方7
名でした。ゼミ発表をコラボした「まな種」は初めてでし
たが、若者の参加が多く、大変盛り上がりました。
　生活情報専攻の卒業研究・学外発表会自体も初めて
の試みでしたが、一般の方や他の大学生からの鋭い質問
がとび、学生は多くのことを学ぶことができたようです。
【田中ゼミの発表タイトル】
●笑顔になれる体験スポット『笑顔Map』の制作
　（こすもす組）
●かわいい動物とふれあえるトラベルガイドの制作
　（ちゅうりっぷ組）
●池田町の魅力をつたえるHappyなメディア広報
　（すみれ組）
●福井市市民憲章ソーシャルWebサイトの制作
　（ひまわり組）
【澤崎ゼミの発表タイトル】
●実践から地域の活性化を考える（１） 
　−売れるお店の作り方～マーケティングの研究−
●実践から地域の活性化を考える（２） 
　−売れるお店の作り方～実際に販売してみた結果の検証−
　さいごに、澤崎ゼミの卒業研究は、『女子大生が考え
た！シンプルな売れるお店の法則と地域活性化 女子大
生が考えた！シンプルな売れるお店の法則と地域活性化
―実践から地域活性化を考えた短大生の奮闘記』とい
うタイトルの電子書籍で読めます。電子書籍化自体が地
元の印刷会社とのコラボによる地域活性化策ですので、
興味がある方はご覧ください。
福井市まちづくりセンター 「ふく＋」 の活用
福井市子どもセンター
AOSSA　子ども家庭センタ ・ー子育て支援室・相談室（平成26年度）
子ども家庭センタ ・ー子育て支援室・相談室　副室長　青井　利哉
　アオッサの子ども家庭センタ （ー以下、センター）は、児
童福祉法第６条の２に準拠した地域子育て支援拠点事
業を行うとともに、子ども相談等を行う相談室が併設さ
れているセンターになります。子育て支援機能と相談機能
が一体として大学機関に委託され、さらに行政との協働
で深刻化する児童虐待対応を行うところは、全国を見渡
してもありません。センターは今年度で8年目を終えようと
しています。当初センターに求められていた役割は、ここ
数年で変化しており、たとえば、地域支援活動の充実で
す。これは地域の子育て親子へ、可能な限り支援が行き
届くように、積極的に地域に出向く活動のことです。具体
的には、①福井市中心部空き施設で子育て支援室の簡
易版を再現し、子育て親子、子育て支援ボランティア、学
生たちによる世代間交流を促進すること、②公立保育所
へ訪問し、要支援家庭への援助方法を考えることです。
　今回の報告は、センターの基本事業報告とともに、上
記2点に関しても報告します。
１．平成26年度子育て支援室の実績
１）子育て支援室利用数、子育て講座開催状況の推移
　表1は、平成24年度から平成26年度（3月12日まで）の
子育て支援室の利用数の推移です。総延べ利用数は、子
どもの利用延べ人数と、その保護者の利用延べ人数を合
算したものです。表2は、子育て支援室におけるすべての
子育て講座関連の開催数と延べ参加人数を表した表で
す。子育て講座の内容は、子どもの発育に関するもの、ト
イレットトレーニング、睡眠などの基本的生活習慣に関す
るもの、ベビーマッサージ、離乳食づくりなど、親子ふれあ
いに関するものなど、様 な々内容で講座を開催しました。
表1．子育て支援室の利用者数　　　　　　　　　　
表2．子育て講座の開催状況
２）子育て講座への参加率
　表3は、子育て支援室の年間利用回数と、子育て講座
参加率を集計したものです。集計に用いた利用者の実数
は、1,962人です。子育て講座は外部講師に依頼したもの
のみを対象として、講座参加率を集計しました。結果的
に、子育て講座への参加率は、子育て支援室の利用回数
にかかわらず、ほとんど参加しない傾向があることが分
かりました。この結果をもとに、講座の広報の仕方に課
題がないか、内容に偏りがないか等を再度見直し、講座
の企画を行っていく予定です。
世帯数（世帯） 子どもの延べ利用数(人) 
 
総延べ
利用数（人）
 Ｈ24年度
Ｈ25年度
H26年度
1,507
1,456
1,435
9,237
9,708
8,738
17,641
18,558
16,704
開催回数（回） 延べ参加人数(人)
 
Ｈ24年度
Ｈ25年度
H26年度
47
71
76
1,772
3,084
3,262
表3.　子育て支援室年間利用回数と外部講師講座参加頻度の集計表
外部講師講座参加頻度
子育て支援室
年間利用回数
5回以下（人）
割合（％）
6～10回以下（人）
割合（％）
11～50回以下（人）
割合（％）
51回以上（人）
割合（％）
57
3.8
0
0.0
0
0.0
0
0.0
1
0.1
3
1.2
0
0.0
0
0.0
55
3.7
7
2.8
2
1.0
0
0.0
29
1.9
11
4.4
5
2.6
0
0.0
13
0.9
96
38.2
56
28.9
9
52.9
1345
89.7
134
53.4
131
67.5
8
47.1
1500
100.0
57合計（人） 4 64 45 174 1618 1962
251
100.0
194
100.0
17
100.0
すべて参加 よく参加 半分は参加 あまり参加しない ほとんど参加しない 一度も参加しない
合計
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２．平成26年度相談室の実績
１）相談室利用実績
　表4は、平成24年度から平成26年度（3月12日まで）の
相談室利用実績の推移です。利用実績数はすべて延べ
件数で表しています。表中のカッコ内は、専門相談合計
における内訳を示してあります。
２）公立保育所出張訪問相談の実績
　相談室では、日頃の保育や支援によっても改善等が認
められず、対応に苦慮している事例（家庭支援ケ スー）
について、保育者へ助言することを目的として、試行的に
公立保育所へ出張相談を行っています。今年度は、福井
市子ども福祉課と子育て支援室の協力を得ながら、5か
園、7事例に対応しました。対応事例の多くが、養育者の
精神状態の不安定さに関連して、子どもの行動上の問題
子ども相談 女性相談 ママダイヤル 小　計 専門相談計 （小児科） （弁護士） 総合計
Ｈ24年度
Ｈ25年度
H26年度
997
813
662
1,040
610
623
786
611
670
2,823
2,034
1,955
3,020
2,221
2,152
197
187
197
（129）
（115）
（131）
（68）
（72）
（66）
表4.　相談室の相談実績件数　　　　　　　　　　　　　　　単位（件）
にあらわれていました。福井市から次年度も継続の必要
性が認められ、地域の保育所へ相談室の専門性を提供
していくこととなりました。
３．地域支援活動
　今年度は、仁愛女子短期大学地域活動実践センター 、
福井市と協働して、学生によるオレンジリボン活動（児童
虐待防止啓発運動）を開催するとともに、福井市の街中
にある「ふく＋」という場所で、子育て支援室の再現を行
いました。学生には、オレンジリボン運動の勉強会のた
め、公立保育所統括園長、福井市役所職員による講義を
事前に行いました。そこで学んだ内容を、ポスターにまと
め、子育て親子の目に留まるように「ふく＋」内に掲示しま
した。
福井市子どもセンター
学生の社会的活動報告
学生の社会的活動報告
仁愛女子短期大学　生活環境専攻・幼児教育学科
フクイ夢アート2014
【JSDハロウィンパーティー 】
生活環境専攻 2回生　前田　恭伽
　毎年テーマに合わせて仮装をして駅前を歩き回り、用
意したお菓子を配るイベントです。今年は「ゾンビモンス
タ 」ーということでグロテスクなメイクや服装に変身した
環境生が多く、駅前がまるでゾンビたちに支配されたか
のようでした。お菓子をあげる場面では、子供がおもわず
泣き出してしまうくらいで、私たちはもちろんでしたが、駅
前にいた方も小さなエンターテインメントとして楽しんで
頂けたのではないかと思います。私は今年で二回目のハ
ロウィンパレ ドーでしたが、年々仮装のクオリティー があ
がっていると思います。これはイベントに力を入れる環境
生の意気込みが表れているのではないでしょうか。私た
ちの仮装を見て「怖い！」「すごい！」「そのメイクどうやっ
ているのですか？」などと声をかけてくれる方がいて話を
する機会が多かったです。見ている方にも楽しんで頂き、
会話のきっかけになることがこのイベントの醍醐味なの
ではないかと感じました。このように、人と人とが繋がる
ようなイベントが駅前に増えることで、活性化に繋がって
いくと思います。ハロウィンパーティー は私が卒業してか
らも後輩達によってより盛り上げていって欲しいです。
図 1 ガレリアにて 図 1 りめんばる～んに参加している子供たち
【りめんばる～ん】
生活環境専攻 2回生　大田　磨柚
　このプロジェクトは参加型のもので、ピンクの風船に
「自分が大切にしている記念日・誕生日」などを書き込
んでもらい、仁短環境生と大切な日を共有し繋がろうと
いうものです。共有することで中々触れ合うことができな
い一般の方と仁短との繋がりをつくり、もっともっと仁短
のこと生活環境専攻のことを知って頂くため夢ア トーに
参加しています。風船には好きなことを書いていただける
ので、小さなお子様からご年配の方まで幅広い層の方に
参加していただくことができました。印象的だったのは、
ご年配の方で、誕生日と思われる数字を書いていらっ
しゃったので、「お誕生日ですか？」とお聞きすると「は
い、孫の誕生日なんです。何を書こうか考えたら、一番に
思い浮かんだのが孫の顔でした。」と嬉しそうな笑顔で
答えてくださいました。このように、自分の記念日や誕生
日を書くのではなく自分の大切にしている人、大切に思っ
ている人の誕生日などを書いてくださる方もいらっしゃい
ました。自分のことを考える前に大切な人のことを想い書
いてくださる方を見て、胸が熱くなりました。相手のことを
想っていらっしゃる方々の表情はとても柔らかく、とても
良い表情でした。想われている方はとても幸せなんだな
と心が暖まりました。このプロジェクトを通し学んだこと
は沢山あり、地域の人 と々大切な思い出をこの夢ア トーで
共有できたことを嬉しく思い、私たちにとっても良い経験
になり来年にも引き継いでいってほしいと思いました。
学生の社会的活動報告
事前学修（講師：公立保育園統括園長、福井市役所職員）
学生、福井市によるオレンジリボン運動
（福井市中心市街地　西武前にて）　　　
子育て親子、学生、地域の人　世代間交流
（福井市中心市街地　「ふく＋」にて）　　
